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平成 18年 度は、
“
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"基
本計画に掲げる「生産 ・流通 ・消費が一体となつた信頼関係の福

築による地産地消の推進」のスローガンのもと産品開発やPR、 学校の農業体験活動支援、消費者との産地

交流会などの取組みを行いました。おかげさまで、フー ドフェスティパル会場の認知度調査では、フ0%に

達 していることが分かりました。

特に、学校給食においては、「地場産物の日」力`設定され
〔
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"産
品の結食での利用が進

みました。また、環境に配慮した生産を推進していくため
“
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"栽
培指針の作成も引き続き

取組んでいきます。皆様方のこ支援ご協力をお願いします。
“
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"特
産化推進協議会

会長大 久 保 哲 三

事蔽網昆におけ奇
“
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淫吊□Xll用促選を福Llます。

このたび、広島市では学校給食における 「地場産物の日Jが 設定され、 ひ ろしまそだち
｀
産品が、

されることになりました。11月と,月に小松菜を使つた献立や 「食」について字習が行われました。
も 「食Jと 「震」を結びつける取組みとして、学校給食への利用促進を行つてしヽきます。
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広島市内の生産者が生産した農林水産物及びその加工品の格称です こ れらの竺産振興 「おいしさJな ど消費者二―

ズに対応する産品開発、生産 流 通 消 費の交流と連携で案かれる信頼関係による 「市内産 新 鮮 安 心」の
“
ひろし

まそだち
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ランドの確立を図るとともに 食 と農の結びつきや環境問題など社会的要請に応えることのできる地産地
;肖の推進を行います。



平成]8年 10月 ]4か ら15日 に開催

されたひろしまフー ドフェスティパル

の会場におしヽて小松菜、春菊、ほうれ

んそう、水菜などの試食販売を行いま

した。

また、来場者5]1人 にアンケー ト調

査を行つたところ、
“
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"

マークを見たことがあると回答した人

が70%、 今後購入してみたいと思つた

人が950/0に達しました。

小売店内で、生産者が消費者に対して試食を通じて
“
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"産
品のPRを しました。

消費者のニーズに基づく産品開発をするため年4回

の食味調査を行しヽました。

広島おくら 枝豆 (湯あがり娘)



「良」と「健」を宿ぴコlする駅組科

学校の農業体験活動を支援します。
女性農業士が、比治山小学校で小学5年生に稲作りを指導しました。
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"産
地交流会の開催

?月22日(上)安芸区阿戸町
参fI者26名

枝豆(黒真珠)

穫体験

青 ね  ぎ 8月26日(土)安佐北区白木町井原
参加者16名

収穫から荷作りまでの農業体験や収穫
した野菜を使つた調理体験などを通して

「食」と「農」の理解を深め、生産者と消

費者との信頼関係を高めました。

大 根
12月2日(上)佐伯区湯来B」和国

参加者コ9人

パ  セ   リ
  鏡 退 も著

佐南爾 氏園町言原 ほうれんそう 2月24日(土)安佐北区可部町綾が谷

参畑者30名

lrャで9r

誼理体験

収穫体験 収種体隷 調理体験



撻憶に配慮Lた 室漢□推進

“ひ ろしまそだち"載増指針を作成
地の生産力の維持増進と化学肥料や化学合成農薬の使用を低減し、環境に配慮した生産を

します。

◎ エ コフアーマー制度 (指続性の高い農業生産方法),:菖 づき、十も話ゃ
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防除のタイミング等詳細な戒増方法を示した広島市独自の戒培マニュ

アルです。

◎ 農 地の生産力の維持増進を図るための土づくり技術を行います。

③ 化 学肥料の使用量や化学合成震薬の使用回数が、広島県地域慣行レベ

ルの槻ね20%減 を行います。

◎ 18年 度は、こまつな、ほうれんそう、しゅんぎく、ねぎ、かぶを作成し

ました。

◎ 今 後は、稲や果菜類なども作成を予定しています。

◎ ま た、将来は、特別載増農産物に対応した載培指針も追加予定です。

エ コフアーマー認定を支援します。
各地区の農業技術部会で認定に向けて支援していきます。

平蔵18年度は2戸の農家がエコファーマーの認定を受けました。

溝上 勝 薫さん (安佐北区可部) 飯田 澄雄さん (東区矢賀)

〔4】


